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生活史研究SF'1
杉山幸九･森 明雄･山極寿一
研究概要
1) 西および中央アフリカに生息する大型頬人
投の行動生態学
杉山幸丸 ･山極寿-
全個体識別のもとに長期追跡してきたギニア国
ポッソウの野生チンパンジーについては,堅果割
り行動の詳細な観察とVTR記録.およびその分
析に災申した｡その結果.堅果割りのような高庇
な道具使用行動にのみ完全な利き手が存在し,右
利きと左利きはほぼ同数であることを発見した｡
また同行動の個体発達,伝播についても分析して
いる｡
一方,ザィ-ル国東部の熱帯性山地林や低地多
雨林では,同所的に生息するゴリラとチンパンジー
の採食生態,行動特性,社会構造を調査し,2種
の共存のメカニズムを分析した｡これらの資料を
非共存域における他の研究と比較し,類人猿と人
類をつなぐプロト･ホミニドの分化過程を考察し
ている｡
2) ェチオピアに生息するヒヒ頬の研究
森 明雄
ヒヒ頬の重層社会を行動学的に分析することを
目槙としている｡前年度は,南部エチオピアで,
ヒヒ頬の分布調査を行った｡南部で見つけたゲラ
ダヒヒの新しいポピュレー ションとの比較資料を
得るため,今年度は調査地を北部に移した｡アジ
スアベバの北1501皿で,ゲラダヒヒの1群をハビ
チュエートし,社会学的,行動学的分析を行った｡
この群れは,これまで研究されてきたセミエン国
立公園の群れと比べ著しくオトナ･オスの比率が
低く,オスの競合が低い状態でのゲラダヒヒの社
会構造の特徴を明らかにすることができた｡
3) 西アフリカの熱帯多雨林及び乾燥サバンナ
に生息する狭鼻猿の比較生態学
杉山幸丸 ･三谷雅純1)･室山泰之2)
カメルーン国北部の乾燥地帯 (カラマルエ)と
南部の熱帯多雨林で,同所的に生息する校数種の
霊長頬の採食行動,社会行動.性行動,個体群動
態等を比較研究し,それをもとに,各種の行動様
式と社会構造の環境への適応を考察している｡ま
たコンゴ国北東部のンドキの森では大型頬人位を
含む各種霊長頬の生態学的調査を継続している｡
4) ニホンザルの採食･繁殖生態と個体群動態
の研究
杉山幸丸 ･森明雄 ･山極寿一･スマニ
アリ-ガスパール2)･近藤あや子2)
ニホンザルの個体の社会的地位と採食戦略の関
係の解明を目指して研究している｡大分県高崎山
では採食行動の分析だけでなく,栄養分析によっ
て摂取エネルギーと消費エネルギーのバランスに
まで考察を進めた｡宮崎県寺島群,鹿児島県屋久
島の群れ,志賀高原地獄谷群でも同様の研究を行っ
ている｡
一方,社会部門,生化学部門と共同で所内放飼
集団において性行動と父性判定に基づく両性の繁
殖戦略を研究した｡これらの戦略と関連して順位,
繁殖成功度,個体群動態の長期資料を高崎山およ
び寺島において収集している｡
さらに,ニホンザル全体の生息数を推定しその
動態を明らかにする研究も進めっっある｡.
総 説
1) 杉山幸丸 (1991):動物社会における父子判
定.生化学的父子判定に基づくニホンザルの
父性の行動生態学 (杉山幸丸編),pp.5-7.
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